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2 Pa-4　　　　　　　　　　　　　　青森県の麻について(2)

　　　　　　　　　　　　　　　尚綱短大　　　村田陽子　遠藤時子

　　　　　　　　　　　　　　　北海道教育大　　斉藤祥子

　目的　古代から我々祖先の衣生活を支えてきた最も重要な植物に麻類がある。その苧は

糸や布として衣服に用いられる他に調布として貢納され古代国家の経済を支えてきた。

また綱索、網、袋、畳糸、小は鼻緒に至るまで麻なくして生活は存立しなかった。明治以

降、木綿の急激な普及によって麻類は衣料の王座を追われ、特に大麻は戦後、その麻薬効

果が知られてからは栽培が禁止された。また日常衣服の洋装化に伴ない苧麻等の需要も激

減し、特に大麻の復活はあり得ない。この麻類の終焉に当り、その利用の全貌を明らかに

し記録することを目的に今回も青森県について報告する。

　方法　各県毎に市町村史・誌より麻類および衣料原料に関する記述を収集、整理し、特

色ある地域については実態調査を行う。

　結果　青森県の麻について収集した資料中、特色ある地区について実態調査を行った。

その１は三戸郡である。同郡階上町、北接する十和田市で糸績みの際、細割した繊維を膝

頭の上で撚繋ぎ、ツムとテシロで撚かけしているので同郡の五戸町、新郷村、三戸町に実

態を訪ねた。結果、三戸町斗内の大羽沢地区のみ指先で撚繋ぎ、糸車で撚かけをしている

ことが分った。南接する岩手県二戸町も同じ方法という。また五戸町、新郷村、三戸町そ

れぞれ加熱の時間に大差があり、地区毎に種々の扱い方がされていた。その２は中津軽郡

で、町史・誌等の資料がなく全く状況が不明であったが、岩木町で､は苧麻布にこぎん刺し

をし、相馬村では古く大麻を用いて衣料用、野生の苧麻を糸・縄用とした。西目屋村でも

古くは大麻を用い、現在でも自生する苧麻の糸を「みの」の編手としている。

2 Pa－5 「秩父ほぐし捺染」の歴史と今日

青葉学園短大　　塩田公子

［目的］埼玉県の伝統的染織である秩父ほぐし捺染についての歴史を知り、それが今日ど

のように変化してきているかを調査し､比較検討する。

［方法］現在、生産に直接携わっている人々を訪問して実態を把握し、埼玉県立民俗文化

センターの事業報告及び秩父市立民俗博物館、横瀬町歴史民俗資料館の展示資料と、照ら

し合わせて考察を行なう。

　［結果］①秩父の染色は、江戸時代（文政）から明治時代初期にかけて天然染料が用いられ

てきたが、明治２０年頃より化学染料が使用されるようになり、現在では顔料も使用され

ている。

　②IS.ぐし捺染は、たて糸模様絣で、よこ糸の色と重なり、深味のある色調となる。

　秩父における織物や捺染技法の起源は、鎌倉時代からであり、江戸後期に仮織をしてい

ない経糸に型紙を使用しないで模様を描く「経糸捺染」が行なわれた。明治4 1年秩父郡

横瀬村坂本宗太郎「シゴキ捺染法」の発明（特許14632号）により、昭和初期、女性

の家庭着として「ほぐし銘仙」が定着した。長い間、経糸に手彫の型紙で捺染してきたが、

最近は転写したスクリーン型で染めている。

　③製作工程にかかわる人々が減少し、高齢化してきている。製品は、着尺、夜具地、夏

物掛夜具地から、時代とともに変化し、座布団地、のれん、タピストリー、マフラーなど

小物が多く生産されるようになった。製品の材質は、絹のほかに綿糸や化繊糸が多く用い

られている。

　④以前は盛んであった養蚕が今日では衰退し、中国産のまゆや糸が使用されるようになっ

てきた。
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